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特集：中国の社会保障

中国における「全民低保」の実現

朱珉

■ 要約

　本稿は、中国の公的扶助の基軸である最低生活保障制度に焦点を当て、1993年の社会救済制度の改革から、2013

年までの「全民低保」時代までの20年間を考察する。1990年代後半に、国有企業改革による大量失業者の生活保障

対策として、登場した都市部最低生活保障制度は、①狭い適用範囲、②低い保障水準および③恣意的な運営という3

つの問題を抱えていた。2000年代に入ると、まず都市部で①に対応するため「応保尽保」が、②に対応するため「分

類施保」が実施され、制度の整備が行われた。2006年の「全民低保」大討論を経て、農村部においても制度が成立され、

全国の困窮者を包摂する「全民低保」が実現された。しかし、量的・質的な制度の拡充は受給者数と給付額の膨張を

もたらし、いかに給付額を抑えながら、すべての困窮者の最低生活を保障するのかという新たな課題が浮上した。そ

のため、中央政府は③に取り組み、制度運用の規範化による地方への介入を強化し、地方政府はワークフェアの導入

に乗り出した。以上のプロセスから、中国の公的扶助制度の構築における3つの特徴を指摘する。

■ キーワード

最低生活保障、全民低保、ワークフェア、中央政府
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Ⅱ　最低生活保障制度の創設
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　3．都市部制度の問題点
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Ⅲ　都市部制度の整備と農村部制度の停滞
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表1　中央財政の移転状況（2001、2002年）

2001 2002 2001 2002
3,210 6,700 17,174 31,100
8,836 19,300 7,706 15,200
6,726 16,500 1,600 3,300
8,454 16,800 10,430 17,300
34,160 37,200 1,4064.4 31,800
10,540 25,100 5,800 12,300
14,604 32,800 7,546 148
9,254 22,500 434 900
1,000 2,000 6,032 17,000
8,536 20,700 7,398 15,100
2,600 5,000 3,176 6,000
1,1448 31,200 1,870 4,400
18,314 36,100 6,324 13,400

1,744 5,500

2004 108 109

表2　都市部最低生活保障の財政支出（1999～2013年）

1999 20.0
4.0
20.0

16.0
80.0

2007 277.0
161.0
58.1

116.0
41.9

2000 27.0
8.0
29.6

19.0
70.4

2008 393.4
267.0
67.9

126.4
32.1

2001 42.0
23.0
54.8

19.0
45.2

2009 482.1
359.1
75.1

123.0
24.9

2002 105.0
46.0
42.2

63.0
57.8

2010 524.7
365.6
69.7

159.1
30.3

2003 151.0
92.0
60.9

59.0
39.1

2011 659.9
502.0
76.1

157.9
23.9

2004 173.0
105.0
60.7

68.0
39.3

2012 674.3
439.1
65.1

235.2
34.9

2005 192.0
112.0
58.3

80.0
42.7

2013 756.7
545.6
72.1

211.1
27.9

2006 224.0
136.0
60.1

88.0
39.9

1999 2007 2012 2008 2013

2002
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3 4
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2004,116

2002 7

1,930 8,000

　3．分類施保
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表3　各種扶助に関する政策条例
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　4．農村部における制度構築の停滞
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Ⅳ　「全民低保」の実現（2006～2013年）

　1．「全民低保」大討論と農村部での制度成立
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　（1）　中央政府：制度運用の規範化
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　（2）　地方政府：ワークフェアの導入
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表5　最低生活保障基準の設定法

表6　都市部受給者の構成（2007～2013年）

2007
79.0
3.4

432.2
18.4

510.2
21.8

410.9
17.5

369.1
15.7

333.5
14.2

210.7
9.0

2008
82.2
3.5

381.7
16.3

564.3
24.3

402.2
17.2

358.1
15.3

316.7
13.6

229.6
9.8

2009
93.9
4.1

343.8
15.1

627.2
27.6

364.3
16.0

321.6
14.2

298.4
13.1

223.0
9.8

2010
68.2
3.0

432.4
18.7

492.8
21.3

419.9
18.2

357.3
15.5

338.6
14.7

210.2
8.7

2011
62.0
2.7

423.7
18.6

473.9
20.8

421.5
18.5

341.2
15.0

342.2
15.0

212.4
9.3

2012
48.8
2.3

459.3
21.4

399.2
18.6

417.1
19.5

314.0
14.7

336.4
15.7

167.7
7.8

2013
45.3
2.2

459.8
22.3

363.5
17.6

412.3
20.0

300.0
14.6

330.0
16.0

150.5
7.3

2011 2013 12
2007 2010
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図1　中国の公的扶助システム
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